くらやみ 

の 前の 闇 暗の 核心 をジ— ッと 凝視して いた。 凝視して 

いた …… 。 

…… と …… そのうちに 或る 突然な 決心が 私に 襲い か 

かった。 その 決心に 蹴飛ばされ たように 私 は、 素 跣 足 

のま ま 寝台 を 飛び降りた。 宿直室 を 飛び出して、 隣の 

室に 通ず る、 暗黒の 廊下 を 突進した。 

…… すると その 途中で 何 かしら 真黒い、 人間の よう 

な ものと 真正面から 衝突した ように 思う と、 二つの 

からだ 

身体が ドタ— ンと 人造 石の 床の 上に たおれた。 その ま 

まゥ —，. ^と 気絶して しま つ た。 

巨大な 深夜の ビルディング 全体が … … ァハ … … ァハ 



底本 ： 「夢 野久作 全集 3」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1992 (平成 4) 年 8 月な 日 第 ー 刷 発行 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： しず 

2 000 年 5 月 2 日 公開 

2 003 年 S 月な 日 摩 正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



